
事 務 連 絡 

平成２４年５月１日 

各都道府県消防防災主管部長 

東京消防庁・各指定都市消防長  

 

消防庁消防技術政策室長  

 

冷蔵庫の一部製品におけるリコールについて 

 

 貴職におかれましては、平素から消防行政に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

シャープ株式会社より別添のとおり同社製冷蔵庫の一部製品におけるリコールに関する

報告を受けましたのでお知らせします。 

 当該リコール対象製品につきましては火災に至る事故も発生しておりますので、該当製

品に関する注意喚起にご協力をお願いします。なお、当該リコールに関する問い合わせ先

については下記のとおりです。 

 各都道府県消防防災主管部長におかれましては、貴都道府県内の市町村に対して、この

旨周知するようお願いします。 

 

記 

 

【問い合わせ先】 

 シャープ株式会社 専用フリーダイヤル 

 電話番号：０１２０－４０４－５１１ 

 受付時間：月～土曜日 午前９時～午後６時 

      日曜・祝日 午前９時～午後６時 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.sharp.co.jp/support/announce/sj_info_120416.html 

 

消防庁消防技術政策室 

担 当 椎名・熊谷・神園 

電 話 03-5253-7541 

ＦＡＸ 03-5253-7533 

E-mail s.kamizono@soumu.go.jp 

殿 
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リリース 2012 年 4 月 16 日 
シャープ株式会社 

 
 
 

1996 年 12 月～2001 年 3 月製造の弊社冷凍冷蔵庫を 安全にお使い頂くため
の無料点検、及び部品(始動リレー)交換のお知らせ 

 
弊社が 1996 年 12 月から 2001 年 3 月までに製造した一部の冷凍冷蔵庫について、始動リレー（起動用 

電気部品）の発熱故障に関する無料点検と部品交換を、2011 年 5 月 30 日より弊社ホームページにてご案 
内し、対応を進めてまいりました。しかし、誠に遺憾ながら、2012 年 1 月に、始動リレーの発熱故障が 
原因と推定される発火事故(壁床の一部焼損)が 1 件発生しました。 
人的被害には至りませんでしたが、今回の発火事故の発生を重く受け止め、お客様に安全にお使い頂く 

ため、4 月 17 日（火）に新聞にて告知することと致しました。また、専用フリーダイヤルにてお客様から 
のお申し出を受け付け、無料点検と部品交換を行います。 
ご愛顧頂いていますお客様に多大なご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。何卒、ご理 

解とご協力をお願い申し上げます。 
 

記 
 
１．品名： 冷凍

冷蔵庫 
 
２．対象機種：22 機種（1996 年 12 月～2001 年 3 月製造） 737,080 台 

〔機種名の ( )内は、色調コードを表します〕 
 

シャープ 
(株) 

SJ-E30B(-W) 対象製造番号 10010001～10019910 
SJ-E30B(-C) 20010001～20059210 
SJ-E30B(-H) 30010001～30031480 

対象製造番号 
のもののみ 対
象 

SJ-23B(-H) SJ-EX447(-H) SJ-W359D(-C/-H) SJ-WE44A(-H/-G) 
 
 
 
 
全数対象 

SJ-23D(-C/-R) SJ-S407(-H) SJ-W35A(-H/-G) SJ-WH350(-C) 

SJ-350JB(-H) SJ-V35WB(-H) SJ-W35B(-H/-G) SJ-WH380(-C) 

SJ-E35KC(-H) SJ-V35WC(-H) SJ-WA35C(-C/-H) SJ-WJ440(-H) 

SJ-EX357(-H) SJ-W358D(-H/-G) SJ-WE38A(-H/-G) SJ-WS350(-H) 

無印良品 SJ-R35C 

 
３．事故内容と原因 

2012 年 1 月、兵庫県で弊社製の冷凍冷蔵庫(SJ-E30B)が発火し、壁床の一部が焼損する事故が発生し 
ました。SJ-E30B に使用の始動リレーが、部品のばらつきや使用環境により発熱故障し、焼損する 
過程においてドレンホース※に着火し、冷蔵庫本体に発火拡大した可能性があると推定しております。 
(始動リレー及びドレンホースは、冷蔵庫背面下部の機械室の中にあります。) 

SJ-E30B 以外の機種については、発火の経路と推定されるドレンホースはありませんが、実施中の 
無料点検を促進するために対象機種に含めています。 
※ 除霜水をドレンパンに排水するホース 

 
４．社告に至った経緯 今回の発火事故を除き、上述対象機種の発煙事故が２５件発生しております。し

かし、いずれも始動 リレーの発煙のみであり、万一発熱故障しても発火拡大しない構造となってい
ることから、弊社ホー ムページでのご案内にとどめ、点検を進めてまいりました。 

別 添 
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今回、初めて発火事故が発生したことを重く受け止め、より広くお客様への周知が必要と判断し、 
新聞紙面にて告知することと致しました。 

 
５．お客様への対応 

４月１７日(火)の新聞紙面にて告知し、専用フリーダイヤルにてお客様からのお申し出を受け付け、 
無料点検と部品交換を行います。 

 
６．無料点検と部品交換の概要 点検の上、始動リレーを交換致します。点検及び部品交換に要する時間

は、30～40 分を予定して おります。 

７．点検のお申し出窓口： フリーダイヤル：０１２０－４

０４－５１１ 
受 付 時 間：月～土曜日 午前９時～午後６時 

日曜・祝日 午前９時～午後５時 
 
８．機種名および製造番号の確認方法 機種名および製造番号は、冷蔵室ドア内側に貼付の品質表

示銘板にて確認をお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 冷蔵室ドアの内側に、右記様式の 
いずれかの品質表示銘板が貼付 さ
れています。 
(写真は、SJ-WA35C-H です。) 

 
 
 

<お問い合わせ先> 

報道関係者様：シャープ株式会社 広報室 大阪 TEL(06)6621-1272 
東京 TEL(03)3260-1870 
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